




カトリック大名町教会ニュース

カ
ト
リ
ッ
ク
大
名
町
教
会　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
聖
週
間

復活の主日・復活の聖なる徹夜祭　４月３日

聖金曜日　主の受難の祭儀　　４月２日

聖木曜日　主の晩さんの夕べのミサ　４月１日

　３月 31 日（水）15 時、福岡教区内の司祭がアベ

イヤ司教様を中心に集まり聖香油のミサが捧げられ
た。赤・青・白、３色の布に包まれた香油が運ばれ、
アベイヤ司教様によって聖別された。また、司祭団
と司教の一致を新たにする祈りが捧げられた。
　赤は、洗礼志願者のため。青は、病者の回復のため。
白は、司祭叙階や堅信を受ける人のために用いられ
る。

�¢��—���õ

過
越
の
聖
な
る
３
日
間

ヨハネによる主の受難が司祭

と２人の奉仕者で朗読された。

光の祭儀　

　

主

が

受

難

と

死

を

通
し
て
復
活
の
栄
光
に

移

ら

れ

た
「

主

の

過

越

」

を
、

年

に

一

度
、

最

も

盛

大

に

３

日

間

か

け

て

記

念

し

祝

う

一

つ

の

祭

り

が
「

聖

な
る
過
越
の
３
日
間
」

で

す
。

聖

木

曜

日

の

「
主
の
晩
さ
ん
の
夕
べ

の

ミ

サ

」

で

主

が

私

た

ち

を

愛

し

尽

く

さ

れ

た

こ

と

の

し

る

し

で

あ

る

聖

体

を

記

念

し
、
聖
金
曜
日
「
主
の

受

難

の

祭

儀

」

で

主

の

受

難

と

死

を

思

い

起

こ

し

て

十

字

架

の

勝

利

を

賛

美

し
、

聖

土

曜

日

の

夜
、「

復

活

　

こ
ん
に
ち
は
！
大
名
町
青
年
会
で
す
！

　

青
年
会
で
は
教
会
へ
の
奉
仕
活
動
に
つ
い
て
話

し
た
り
、
食
事
会
な
ど
（
今
は
コ
ロ
ナ
で
難
し
い

で
す
が
…
泣
）
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
み
ん
な
で

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
名
町
小
教
区
だ
け
で
な
く
福
岡
教
区

や
全
国
の
青
年
と
交
流
す
る
場
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
ベ
イ
ヤ
司
教
様
も
青
年
に
は
関
心
を
寄
せ
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
青
年
た
ち
が
楽
し
く

信
仰
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
色
々
考
え
て
い
る

最
中
で
す
。

　

新
年
度
、
新
し
い
こ
と
に
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

新
大
学
生
、
新
社
会
人
、
福
岡
へ
よ
う
こ
そ
！

の
人
、
大
歓
迎
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
な
い
人

も
！

　

近
日
活
動
情
報
公
開
予
定
で
す
！

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　
　
　

会
長　

林
田
明
日
香
（
記　

荒
牧
結
花
）

大
名
町
教
会
青
年
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

十字架の崇敬

徹

夜

祭

」、

闇

に

キ

リ

ス

ト

の

光

が

輝

い

て

死

が

打

ち

負

か

さ

れ

た

こ

と

を

確

信

し
、

洗
礼
に
よ
っ
て
新
し
い
の
ち
に

あ
ず
か
り
、
神
の
子
と
し
て
生

き
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
す
。
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                    　　　カトリック大名町教会ニュース  

２
月
の
宣
教
司
牧
評
議
会

検
討
事
項

１　

聖
週
間
に
つ
い
て

①
枝
の
主
日
、
感
染
予
防
の
た
め
、
枝
は
事

　

前
に
席
に
置
く
。

②
聖
金
曜
日
、
十
字
架
の
道
行
き
、
15
時
よ

　

り
大
聖
堂
に
て
実
施
。

２　

教
会
内
備
品
の
整
理
に
つ
い
て

①
教
会
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
様
々
な
物
品

　

整
理
の
た
め
の
調
査
を
、
４
月
11
日
の
評

　

議
会
終
了
後
に
実
施
。

　

そ
の
後
、
一
覧
表
を
作
成
し
保
管
す
る
。

３　

司
祭
の
異
動
に
つ
い
て

①
船
津
亮
太
神
父
様
は
、
３
月
27
日
小
倉
教

　

会
に
異
動
。

②
ジ
ョ
ン
神
父
様
が
、
３
月
29
日
に
大
名
町

　

教
会
助
任
と
し
て
着
任
。
４
月
４
日
の
復

　

活
の
主
日
に
初
ミ
サ
を
捧
げ
る
。

③
３
月
21
日
、
９
時
の
ミ
サ
後
、
船
津
神
父

　

様
お
別
れ
会
実
施
。
教
会
学
校
か
ら
花
束

　

と
挨
拶
、
共
同
体
よ
り
お
礼
贈
呈
。

４　

訃
報
の
周
知
に
つ
い
て

①
現
在
、
ご
家
族
の
意
向
に
よ
り
信
徒
へ
の

　

訃
報
の
お
知
ら
せ
を
実
施
。

②
家
族
の
意
向
に
関
わ
ら
ず
信
徒
へ
周
知
す

　

る
こ
と
が
信
徒
へ
の
務
め
で
は
な
い
か
の

　

意
見
あ
り
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
信
徒
総
会
に
て
審
議

　

す
る
。

③
訃
報
に
つ
い
て
の
連
絡
方
法
は
、
現
在
メ

　

ー
ル
とF

A
X

に
て
実
施
。L

IN
E

の
検

　

討
も
含
め
、
５
月
12
日
に
話
し
合
う
。

５　

年
間
テ
ー
マ
に
つ
い
て

①
現
在
、
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
様
の
呼
び
か
け
に

　

応
え
て
、
す
べ
て
の
小
教
区
、
地
区
宣
教

　

評
議
会
、
修
道
会
、
各
種
団
体
な
ど
か
ら

　

提
出
さ
れ
た
も
の
の
ま
と
め
が
、
６
月
頃

　

に
紹
介
さ
れ
、　

９
月
頃
に
教
区
テ
ー
マ

　

と
し
て
正
式
発
表
の
予
定
。

②
現
在
の
テ
ー
マ
、『
す
べ
て
の
人
に
キ
リ

　

ス
ト
の
光
で
あ
り
な
さ
い
』
を
今
後
も
継

　

続
。

③
み
こ
と
ば
を
用
い
た
テ
ー
マ
の
提
案
、
総

　

会
に
て
審
議
。

６　

信
徒
総
会
に
つ
い
て

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を

　

徹
底
し
、
６
月
27
日
（
日
）
大
聖
堂
に
て

　

実
施
予
定
。

②
信
徒
総
会
と
会
計
報
告
の
資
料
印
刷
を
６

　

月
６
日
に
行
い
、
６
月
12
日
に
配
布
す
る
。

７　

お
に
ぎ
り
の
会
か
ら
の
依
頼

①
お
に
ぎ
り
の
会
事
務
局
よ
り
提
案
、
コ
ロ

　

ナ
禍
、
お
に
ぎ
り
の
配
布
数
も
増
加
傾
向
。

②
炊
き
出
し
の
た
め
の
、
お
に
ぎ
り
作
り
の

　

協
力
依
頼
あ
り
。
５
月
21
日(

金)

の
実

　

施
に
向
け
、
信
徒
に
協
力
を
お
願
い
す
る
。

８　

そ
の
他

①
動
画
配
信
機
材
の
保
管
に
つ
い
て

　

教
区
の
機
材
と
し
て
３
階
に
保
管
す
る
。

②
福
島
家
族
支
援
実
行
委
員
会
ミ
ニ
バ
ザ
ー

　

を
、
４
月
４
日　

(

日)

復
活
祭
10
時
30
分

　

ミ
サ
後
に
実
施
し
た
。

③
漏
水
工
事
に
つ
い
て
。

　

昨
年
８
月
よ
り
漏
水
あ
り
。
漏
水
場
所
が

　

厨
房
付
近
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
３
月

　

15
日
工
事
を
実
施
し
た
。

　

今
後
、
厨
房
横
の
ス
ペ
ー
ス
を
駐
車
場
と

　

し
て
は
使
用
し
な
い
こ
と
に
決
定
。

④
大
聖
堂
空
調
の
入
れ
替
え
工
事
に
つ
い
て

　

２
０
２
２
年
度
に
工
事
予
定
。
信
徒
総
会

　

に
て
審
議
す
る
。

⑤
防
災
訓
練
に
つ
い
て

　

消
防
点
検
の
み
を
、
５
月
９
日
宣
教
司
牧

♪
喜
び
に
心
を
弾
ま
せ
神
の
家
に

行
こ
う
♪

　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
、
ま
た
教

会
に
信
徒
が
集
う
。
こ
の
喜
び
に
勝
る
こ
と

他
に
な
し
。
み
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
心
開
き
、

御
聖
体
を
頂
く
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

親
の
強
制
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
大
き
く
な

っ
て
感
じ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
喜
び
、
き

っ
と
そ
う
だ
ろ
う
。
大
人
の
人
に
と
っ
て
は
、

足
が
痛
く
て
も
、
自
然
に
向
か
い
顔
が
ほ
こ

ろ
ぶ
主
へ
の
道
。
春
、
命
と
き
め
く
『
死
と

会長の
つぶやき 

 

一
粒
の
麦
、
地
に
落
ち
て

死
ね
ば
多
く
の
実
を
結
ぶ

復
活
』。
小
さ
な
我
が
家
の
菜
園
に
馬
鈴
薯

の
種
イ
モ
を
植
え
付
け
て
17
日
。
地
が
割
れ
、

隆
起
し
、
美
し
く
、
初
々
し
い
芽
が
誕
生
し

た
。
毎
日
ま
い
に
ち
、
い
つ
か
い
つ
か
と
畑

を
覗
く
、
命
の
誕
生
を
心
待
ち
に
し
、
時
を

過
ご
す
。
半
切
に
さ
れ
た
種
イ
モ
は
す
べ
て

を
こ
の
地
に
委
ね
た
。『
死
ぬ
』
と
は
、『
こ

の
実
』
を
す
べ
て
神
に
さ
さ
げ
た
。
そ
し

て
、
創
造
主
が
作
ら
れ
た
こ
の
大
地
。
光
と

闇
。
水
と
大
気
。
す
べ
て
は
こ
の
種
イ
モ
の

た
め
に
さ
さ
げ
ら
れ
、
腐
葉
の
養
分
土
、
潤

す
雨
、
炎
の
太
陽
、
み
ん
な
一
つ
に
な
っ
て

こ
の
新
し
い
命
を
誕
生
さ
せ
て
い
る
。
収
穫

と
は
、
神
の
み
こ
こ
ろ
を
忠
実
に
働
い
た
者

の
上
に
そ
そ
が
れ
る
豊
な
恵
み
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
先
日
近
く
の
山
寺
、
真
言
宗
慈
明

院
に
足
を
運
ん
だ
。
い
た
だ
い
た
２
代
目
住

職
の
辻
説
法
１
０
０
話
集
、『
風
の
ふ
く
ま

ま
に
』
の
１
節
『
乞
食
僧
、
良
寛
和
尚
』
の

漢
詩
が
心
に
響
く
。『
花
、
無
心
に
し
て
蝶

を
招
き
、
蝶
、
無
心
に
し
て
花
を
訪
れ
る
。』

そ
し
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
く
。『
す
べ
て
の
も
の
が
他
者
の
た

め
に
生
き
る
こ
と
が
自
然
界
の
法
則
で
す
。

私
た
ち
は
み
な
、
互
い
に
助
け
合
う
た
め
に

生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
ど
ん
な
に
難

し
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
あ
な
た
が
幸
せ
な

ら
、
あ
な
た
の
人
生
は
素
晴
ら
し
い
。
し
か

し
、
あ
な
た
の
お
か
げ
で
他
の
人
が
幸
せ
に

な
る
な
ら
、
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
』
さ
ら
に

は
、
新
司
祭
ジ
ョ
ン
神
父
様
の
司
祭
叙
階
の

挨
拶
、『
私
に
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
』
へ
り

く
だ
る
言
葉
が
心
打
つ
。『
無
心
』、
私
も
蝶

に
な
り
た
い
。

　

大
名
町
教
会
信
徒
会
長

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ベ
リ
オ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
崎　

公
夫

　

評
議
会
後
に
数
名
の
委
員
に
て
実
施
予

　

定
。

報
告
事
項

１　

女
性
の
会
代
表
の
任
期
満
了
に
伴
う
後

　

任
の
選
出
に
つ
い
て

①
今
後
、
話
し
合
い
の
も
と
、
後
任
の
選
出

　

を
行
う
。

２　

そ
の
他

①
典
礼
委
員
会
に
つ
い
て
、
準
備
会
前
に
開

　

催
す
る
こ
と
と
し
た
。

大
名
町
教
会
３
月
の
現
勢

【
転
出
】

・
ア
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
　
　

森　

礼
也　

（
熊
本
手
取
教
会
）

【
帰
天
】 

永
遠
の
安
息
を
お
祈
り
し
ま
す
。

４
月
３
日

・
テ
レ
ジ
ア　

安
倍　

ハ
ル(102

歳)
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